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:0 

I　音l害看O            

」臆; 

)  i 

竃                  ー「○○“‾1 

- 

i    

i‾‾↑‾‾ 十手守         ま   」    
・・十-　-、 ,理        一∴∴∴宮   ・ト・--。○○ 

)    

〇〇〇〇置〇〇〇 .一〇;〇二             

三∴ 徳    )賀′: ○○           ●‾l 

・-麟要事巾職鶴き教 

○○-↓-　　　,     大阪府 

し-+- 高専●   ∴∴一也一 

和歌山県 

ジョウサンミドリシジミの県内分布

醒
0　　　2　　　4　　　6　　　8　　10　　12

箇所数

ジョウザンミドリシジミの垂直分布

【成虫の吸蜜植物】

県内で観察された吸蜜植物はクリだけである。

ジョウザンミドリシジミの周年軽過
露生き体櫨

語
臆　採集記録

神河町快河内町抵ノ峰細田ll-Ⅲ-200予
宍粟市波賀町背水　1♂1♀　9Ⅶ-1簿7喜多舘彦
〃 I′道谷　柳15・Ⅳ-1978高田白寿
〃 II　引原　　3♂　22・Ⅵ・1989南島　昭

宍粟市一宮町福知　　初日13・Ⅲ・1977若林高田
II II　福中　1♂羽化　23・Ⅴ・1980尾崎　男

宍粟市千種町天児昼l卵(ミズ塙)25-Ⅹ I -1984広畑政巳

佐用町日名倉山　1♂　4・Ⅶ-1971喜多舘彦
重岡市日高町稲葉三IIi山1♂ 17・Ⅶ-1003大東廃人
II II　三Ii仙　　4♂　鳩・Ⅷ・1戴4福井丈嗣i

II II　金屋　　8卵1をⅢ・1g76若林・高田6

II II　名色林道鯨武岳)5♂　8・Ⅶ-1g79木下賢司6

II II　羽尻H陶0　8♂∴7Ⅷ-狐)1近藤伸一

′I　′l　阿瀬渓谷1㊥日　9・ⅩⅡ・2Ⅲ)l脚7

笠岡市竹野町三原　　幼円　陣XⅡ・1g円高田忠彦6
II II　三川山　4♂　鯵・Ⅵ・職場戸苅　海178

II　〃　水山e

香美町香住区(香住町)三川鈎日ll-Ⅳ・1卯7高田・井出6
香美町村同区(村岡町)小城2卵(ミズ乃)幻・Ⅲ-搬避近牒仰-J
II II　耀山　　1♂　紗Ⅵ-1製木下賢司6

II II　大笹　　　5♂　争Ⅶ頂鵜4木下賢司6

II II　相同　　1♂ 1争Ⅵ-1鎌鵜黒井和之6
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40　ハヤシミドリシジミ
(lをγ∽I鳩山か租のar誼び)

○　分布の状況

国外では朝鮮半島、中国東北部に分布し、国内の分
布は北海道、本州、九州に分布するが、近畿、中国の
太平洋側及び四国には生息しない。産地はいずれも局
限される
県内では但馬の丘陵地帯を中心に西播磨地域にか

けて、内陸の高原に分布している。但馬海岸には食樹
であるカシワが分布しているが、本種は生息していな
い。兵庫県版レッドデータープックではBランクに選
定されている。

鵜　生息環境
県内のカシワの分布は但馬や西播磨の丘陵地帝と山
陰海岸であるが、ハヤシミドリシジミの分布は内陸の
高原に限られ、産地は局限される。
カシワは伐採や火入れに強いので草刈場、放牧地
などに疎林として残っていたが、近年の土地利用の変
化によってこのような土地利用の形態は近年急速に減
少し、放直された箇所は後から生長した樹木に覆われ
て森林となり、また伐採された跡地は針葉樹の植林地
となり、ハヤシミドリシジミが生息するような明るい
高原のカシワの疎林は局限され、かろうじて残された
区域もパラグライダ基地や高原を活用した野外施設
などに利用され、減少の二途である。
現在カシワ林が残る生割出には比較的個体数が多い

ため、あまり注目されていないが、気7国寸けば絶滅し
ていたという時が、近い将来に来る可能性は極めて高
い。生息地の標高は300mへ6α)mが分布の中心であ
る。

【日名倉山の現状】
日名倉山の標高調血の区域は植林が進み、現在の

東面(宍粟市千種町) 、南面(佐用町)は頂上部から麓に
かけて見渡す限り植林地である。
西山麓の日名倉山キャンプ場(佐用町協調封寸近)に
カシワが残っており、兵庫県側でハヤシミドリシジミ
が生息する可能性があるのはこの付近だけであろう。
なお北西面(岡山県東粟倉村)の標高800m付近は

カシワの林がかなりの面積で残っており、 8α) m~ 9
00m付近は村の建物施設が出来て休日は車のラッシ
ュとなっている。頂上付近(1,(脚m付近)は少ないなが
らカシワが残っている。
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i    丁ヽン.   丁で「寄萌し、_ノ 
l  .■“　　　　　　　　　　　　　　凡　鯛 

/ヽ、      1†こ    鴨場成　　●　割勘ぬ 

i!         易  l(  ,_i        A山(1000m以D △山(1同庫窮〃) 京都府 020k● 
il             主∴   し  iそ 

鳥取県   ト}          、〆ト     」「 i  メ_    "  ト  ,′ノ「      
、h      ト  i   )  0 1    詔 さ            珊「 

岡山県ヽ.         ‡   
i′看      †i′       し く ーγ  〔≒             詐 
i子 _青  丁子J   て  i’     　「     ヽ▲    !  .′   

-,(      ′ノ,      γ臆           

ト  ノ′      子士   、.′ くヽ           ¥     

l、  ′′  〕  し      li音      亡 _ノ 子    〈    トノ     
ゝ品           一寸             烏 

l  ノ「ヽ       l           ノ     

しトl  ノi了     〆、                )    ヽ　　　′ 
li∴‾     ..事、               ′      ‡∵i 

丁ヽ音ヽ・、、/ 

ヽ}● 話 /看J     格●〇〇着重職                        1             

¥  烏               眼中直後組織 大阪府 和歌山県 
き農●●    置eo置        

県         l     

ヽ ′へ     

ハヤシミドリシジミの県内分布

醒　　0　　　1　　　2　　　　3　　　　4
ハヤシミドリシジミの垂直分布

【ヒロオビミドリシジミとの混生地】
両種が同じ場所で採集されたのは朝来市(朝来町)
土肥(高田1977)だけで、民家に近い場所のカシワの
枝からヒロオビミドリシジミとハヤシミドリシジミの
卵が同時に得られたようである。
最近同地を調査したが、土肥集落からその裏山にか
けてナラガシワは数多く見られたが、カシワは確認出
来なかった。
地元の方の話では、集落の裏山は、昔は放牧地で、
草原の中にカシワが生えていたそうである。カシワは
葉の裏に毛が多く、餅を巻くのに使い「マキノハ」と
呼んでいたが、ナラガシワは葉の裏に毛が少なく、餅
がくっつくので、餅巻きには使わず「クヌギ」と呼ん
でいたそうで、カシワとナラガシワが当地区では明確
に区分され、またカシワとナラガシワが混生していた
ことは明らかである。
現在は佐衰高原と呼ばれてテニスコート等の運動施
設、宿泊所、別荘、パラグパイダー基地などになり、果
樹園や茶畑としても利用され、カシワは消えてしまっ
たようである。現在もヒロオヒミドリシジミが生息す
る可能性は商いが、ハヤシミドリシジミは、カシワ林
の消滅とともに姿を消したものと思われる。

ハヤシミドリシジミの周年経過
発生個体轍
90
80
70
60
50
40
30
20
10
0語董

臆　生態

【成虫の発生時期】
成虫は年1回発生する。6月下旬ごろから見られるが、

箇詰　発生のビクは7月上旬峨月下旬ごろまで見られる。

【周年経過】
♀は9月中旬ごろまで見られるようであるが、産卵
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時期は明らかでない。カシワの休眠芽付近、枝のひだ　41ヒロオビミドリシジミ
状部分、窪み、幹、枝の分岐部などに産み付けられる。　　　(倭朋I謄ktI允∞竜t肥)
卵のままで越冬し、翌春の4月上一中旬に婿化する。
締化した幼虫は新芽の中にもぐり込み、 2令になると　臆　分布状況
芽から離れ、小枝の分岐都などで静止する。 3令後期　　長らく日本の特産種として扱われてきたが、 1卯8年
一終令幼虫には鱗片に糸を吐き、巣状の隠れ家を造り、　に村山修一により新種とされたウスリーミドリシジミ
その中に潜んでいることが多い。　　　　　　　　(沿海州一朝鮮半島に分布)が同一種であることが確
夕刻から動きだし、夜間に積極的に葉を食べるよう　　かめられた。
である。他のゼフィルスのように食掛の根元からは婦　　兵庫県版レッドデークーブックではBランクに選定
が見つからないので食樹からかなり離れて蝿化して　されている。
いるものと推定される。　　　　　　　　　　　　　本州西部だけに分布し、京都、大阪、兵庫から山口

県にかけて分布するが産地はいずれも局限される。
【成虫の行動】　　　　　　　　　　　　　　兵庫県で最初に発見された種で、山本広一氏が19粧年
早朝日が差し込むと高い梢を飛び回る。日中は活動　6月17日に佐用郡久峰村(現在の佐用町(上月町))で採
は鈍く、日没前後に再び活発に商い梢を飛び回る。 ♂　集された4♂1♀が日本での初記録である。同年)Ii辺郡
同士の追飛行動が多いが、食掛の自生範囲内で行われ　東谷村笹部O=西市)でも水泉一志氏によって採集され、
る。 ♀はカシワの休眠芽付近や枝のひだなどに産夕囲‾　はからすも県内の東西領域から同時に本種の産地が見
る。 8月下旬でも新鮮であったという記録もある。成　つかっている。
虫の活動範囲は食樹の自生範囲内で行われる。　　　　県内ではナラガシワが多い西播磨地域を分布の中心

に、但馬地区にも点在している。東播階から丹波、阪
■　採集記録　　　　　　　　　　　　　　神地区にかけて大きな分布の空白地帯があり、県南東

部の三軍山周辺地区( )i旧市、猪名川町)に分布する。
宍粟市千種町室　3♂1♀　曲Ⅶ・1躯)喜多　　　　　　　淡路島北部で2例の卵採集の語録はあるが、成虫の
宍粟市波賀町水谷喋山高原鑓御　　　　　　　　　　確認は出来ていない。その後の調査でも再確認は出来
佐用町日名倉山1♂ 1&Ⅷ・馴8広畑政巳8　　　　　　　ていな↓ヽ対岸の神戸や東播磨地区も分布の空白地帯
豊岡市日商町金谷金山峠18卵9Ⅹ・1卵7福田・力林・高田・井草　　であり極めて特異な分布といえる。再度の調査が望ま
豊岡市日高町名色林道　2♀　争Ⅷ・期7木下賢司8　　　　　　れる。
香美町小代区制神揚　初日妙ⅩI-朋7高田忠彦8
香美町村同区(村岡叩村岡柳敦Ⅹ I-肋7高田忠夢　　"　生息環境
〃　〃　兎和野1卵租ⅩI・1g汀高田忠夢　　　　　　　食樹であるナラガシワにコナラ、クリ、アベマキ、
I′　〃　相田　1♂　9Ⅶ-1耽広畑攻巳8　　　　　　クヌギなどが混交する2次林を生白地としている。
II　〃　姐大池6鈎吐けⅡ劇かl耶　　　　　　　　　　薪炭林として維持されてきた比較的乾燥した2次林
II　〃　耀山　3♂1♀　8Ⅷ-1978木下賢司8　　　　　で、このような2次林は、平地一低山地の薪炭林とし

新温泉町(温泉町)美原高原1♂1♀　種Ⅷ-朋8広畑政巳8　　　て維持されてきたが、近年、生活様式の変化に伴い、
朝来市和田山町麓和10卵1互Ⅹ-朋高田忠夢　　　　放置され、或いは針葉樹の植林地に代わり、また都市
朝来市(朝来町)動巴　8卵姐ⅩⅡ-1g乃高田忠渉　　　に近い丘陵地では開発が進んだため、生忠地は局限さ
朝来市生野町生野牧場♂3♀汲Ⅷ-朋1井上惚　　　　　れ、産地は年々減少している。今後も増加する見込み
養父市大屋町西谷地区　3♀　&Ⅷ-帳場中尾淳三　　　　　はなく、減少する種であることは明らかである。
〃　′′　杉ケ沢l♂珊Ⅵ-狐)1近樹申一　　　　　　　標高は200m付近が最も多く、県北部では豊岡市日

養父市(関宮町)杉ケ沢郷♂務♀ 10Ⅶ-1g76高田・井出　　　　扇町大岡山付近、南部では三軍山頂上付近が一番標高
′′　′′　和地　四日博ⅩⅡ-朋7高田忠彦　　　　　　の高い生息地(標高約弧)m)と思われる。

別宮　鳩日紗ⅩI・m高田・小榔　　　　　　　ウラジロミドリと混生している場合が多く、朝来市
′′ Il東鍋犬1♂1♀ 7-Ⅷ-1鎚5松村秀行　　　　　(朝来調の標高鎮調mのガンワ、ナラガシワの混交

葛畑　4♂2♀　8Ⅷ-糊2永幡嘉之8　　　　　　林のカシワからハヤシミドリシジミ、ヒロオビミドリ
カ喉坂1♂1♀ &Ⅶ-創00阿　　　　　　　　シジミ、ウラジロミドリシジミの3種の卵が同時発見

された例がある。
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